
わらじ(草鞋)と ぞうり(草履)と あしなか(足半)の違い

わらじ（草鞋）/主に長距離移動・長時間作業で使用
長所：足首に紐を巻くことでスネの骨ズレを止められる。　指先が出るので踏ん張れる。
かかとが汚れない。　　　短所：ヒモの巻きつけ作業が面倒＝終日履く事を想定した履物

ぞうり（草履）/主に土間作業で使用
長所：着脱が楽
短所：踏ん張れないので、後ろ重心になる（鼻緒が緩い＆指先が前縁から出ていない）

あしなか（足半）/主に農作業・近場の短時間作業で使用
長所：前重心になるので力作業が楽（踏ん張れる）。 着脱が楽。
短所：かかとが汚れる

現代の履物はこの草履に似たモノばかり
ビーチサンダル、スリッパ、クロックス・・・
また紐を結びっぱなしのスニーカーも同様！
こういう楽な履物ばかり履いていると・・・
体のバランスが崩れて、不調を招きます

ココが重⽤ポイント！

昔の日本人は足元がしっかりしていたから体が丈夫だったのです！ ⇒ ならば足半を履いてみましょう！
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